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令和４年度 龍ケ崎市監査基本計画書 

 

この基本計画は，令和４年度に龍ケ崎市監査委員が行う監査の基本方針，種類及

び概要について，基本的な考え方を示すものである。 

 

１ 監査等の基本方針 

 令和４年度の予算は，社会保障関係費の増や新型コロウイルスワクチン接種，

施設一体型小中一貫校基本設計などの新規計上などの増額要因と，公債費の減や

防災情報伝達設備整備の終了，新学校給食センターや市道第１－３８０号線（佐

貫３号線）整備などの国補正予算との連動による事業前倒しといった減額要因が

均衡し，予算規模は前年度と同規模となっている。 

 特別会計は，介護保険事業や後期高齢者医療事業が引き続き増加し，国民健康

保険事業はコロナ禍による受診控えが収まったことによる給付費等の増加を見込

み，８億５，７１０万円の増となっている。 

 下水道事業会計は，収益的収支で現金を伴わない帳簿上の収益である長期前受

金が増となったことにより収益的収入が増加し，企業債の償還が進み償還利子が

減少したことにより収益的支出が減少している。資本的収支については，中継ポ

ンプ場自家用発電設備増設や排水処理施設の非常用発電装置更新工事が完了した

ことにより，国庫補助金や企業債等の収入，建設改良費等の支出がともに減少し

ている。 

監査等においては，市の財務等に関する事務の執行が，予算や法令等に基づい

て適正に行われているか（合規性），地方自治法（以下「法」という。）第２条

第１４項及び第１５項の規定に則り，経済性・効率性・有効性に留意した運営が

成されているかを基本とする。 

監査実施後は，該当の部署に対し，指摘や意見等に対する措置の状況の報告を

求め，監査の実効性の確保に努める。 

 

２ 主な監査等の種類及び概要 

⑴ 定期監査（法第１９９条第１項，第２項及び第４項の規定による監査） 

財務事務を中心に，市における事務の執行が適正かつ効率的に行われている

かどうかを主眼として行う監査である。 

また，令和３年度定期監査で課題点及び指摘事項のあった課等に対しては，

監査委員への報告書に基づき，その後の状況を確認するための検査を実施す

る。 

 



2 

 

⑵ 例月出納検査（法第２３５条の２第１項の規定による検査） 

会計管理者が保管する現金（歳計現金，歳入歳出外現金，一時借入金，基金

に属する現金及び預り金を含む。以下同じ。）の在高及び出納関係諸表等の計

数の正確性を検証するとともに，現金の出納事務が適正に行われているかどう

かを主眼として毎月実施する検査である。 

  

⑶ 決算審査（法第２３３条第２項の規定による審査） 

歳入歳出決算書その他関係諸表等の計数の正確性を検証するとともに，予算

の執行が適正かつ効率的に行われているかどうかを主眼として実施する審査で

ある。 

⑷ 基金の運用状況審査（法第２４１条第５項の規定による審査） 

基金の運用状況を示す書類の計数の正確性を検証するとともに，基金の運用

が適正かつ効率的に行われているかどうかを主眼として実施する審査である。 

 

⑸ 健全化判断比率審査（健全化法第３条第１項の規定による審査） 

   地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき算定された健全化判断比

率について，算定の基礎となる事項を記載した書類の内容に問題点がないかを

主眼として実施する審査である。 

 

⑹ 資金不足比率審査（健全化法第２２条第１項の規定による審査） 

地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき算定された公営企業の資

金不足比率について，算定の基礎となる事項を記載した書類の内容に問題点は

ないかを主眼として実施する審査である。 

 

⑺ その他の監査 

その他法令に基づく監査については，必要があると認めるとき，または，請

求等があったときに適時実施する。 

 


